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論文内容の要旨
第 l 章では序論として，従来行なわれてきた記憶のある通信路に関する研究を系統的に記述し，本
研究との関連性および本研究の意義を述べ その位置づけを行なった。
第 2 章では通信路を有限状態マルコフ連鎖で表現する意義およびその解析の必要性について述べた。
続いてランダム誤り訂正符号の評価に必要な誤り個数分布の一般的な公式を導出し，これを計算労力
のより少ない方法に発展させた。さらにバースト誤り訂正符号の評価に必要な単一バースト誤り分布
の一般的な公式を導出した。
第 3 章では電話回線複合誤り通信路および短波無線回線における誤り訂正符号のパフォーマンス
を評価した。まずこれらの通信路に対する従来のモデルを統一的に有限状態マルコフ・モデルによっ
て表現し，第 2 章で導いた公式を用いてランダム誤り訂正符号およびパースト誤り訂正符号のパフォ
ーマンスを比較し，評価を行なった。
第 4 章では 2 相差動位相変調方式を用いた通信路における誤り特性を明らかにした。まず遅延検波
-差動位相変調方式を用いた通信路が状態数12程度の有限状態マルコフ・モデルで十分正確に表現さ
れることを示し，誤り個数分布を求めた。さらに同期検波方式を用いた通信路を同様のモデルで表現
し，誤り個数分布を求めると共に，実験によって本モデルの妥当性を裏付けた。
第 5 章では符号間干渉のある通信路に代表的なランダム誤り訂正符号である BCH符号を適用したと
きのパフォーマンスを種々の面から論じた。まず符号間干渉のある通信路を有限状態マルコフ・モデ
ルで表現し，符号間干渉に起因する誤りの記憶性を定量的に明らかにした。ついで情報伝送速度が一
定であるという条件の下での最適な誤り訂正個数および最適な多値数について論じた。最後に低域し
円、
u
??
ゃ断特性のある通信路において誤り訂正能力および符号の平衡化能力が知何に有効かについて検討し
た。
第 6 章では長い符号間干渉のある通信路における基本的な誤りに対する統計量として，平均ディジ
ット誤り率を対象として議論を進めた。すなわち計算労力の比較的少ない Saltzberg の上界式を基礎
とし，これを改良してより厳密な平均ディジット誤り率の上界式を導いた。さらにナイキスト I 型の
周波数特性を有する通信路において特性変動の誤り率への影響を明らかにした。
第 7 章では結論として，本研究で得られた成果を総括して述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，変復調操作を含む通信路において，符号間干渉，パースト雑音などに起因する符号の誤
り特性について論じたものであって，記憶のある通信路に関する基礎的研究である。その研究成果を
要約すると次の通りである。
(1 ) マルコフ・モデルを用いて通信路における符号伝送の誤り個数分布の一般式を導出し，さらに電
話回線，短波無線回線などにこれを適用し，復号後の符号誤り率特性を明確にしている。
(2) 差動位相変調方式を用いた通信路の符号誤り特性を明らかにすると共に 実験によって理論の妥
当性を確めている。
(3) 符号間干渉のある通信路における最適な誤り訂正個数，多値数について論じ，通信路の伝送特性
との関連性を明らかにしている。また，長い符号間干渉のある通信路における誤り率の上界をより
明石雀にしている。
以上のように本論文は 記憶のある通信路における符号伝送特性について 多くの新しい知見を得
ており，その成果は，通信I:';その分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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